































The persistence and deeping of roral learning experience




















































































































































































































とても楽しみであった 29.5％ 37.6％ 32.6％
まあ楽しみであった 44.7％ 44.7％ 42.6％
やや嫌であった 17.6％ 9.9％ 16.1％
とても嫌であった 4.4％ 3.3％ 45.0％
その他 2.8％ 3.3％ 1.7％
無回答 1.9％ 1.2％ 2.5％
















1位 イネ 140 59.1％
2位 サツマイモ 30 12.7％
3位 トマト 16 6.8％
4位 ジャガイモ 9 3.8％
5位 トウモロコシ 8 3.4％
6位 キュウリ 4 1.7％
7位 かぼちゃ 4 1.7％
8位 大豆 3 1.3％
9位 枝豆 3 1.3％
10位 スイカ 3 1.3％
作物名 人数 割合
1位 イネ 267 55.5％
2位 ジャガイモ 50 10.4％
3位 ダイズ 49 10.2％
4位 サツマイモ 18 3.7％
5位 トウモロコシ 15 3.1％
6位 ピーマン 13 2.7％
7位 キュウリ 9 1.9％
8位 トマト 7 1.5％
9位 ナス 6 1.2％












































（57.9％）、「種 ま き」（52.9％）、「雑 草 抜 き」
（51.2％）、「苗植え」（48.3％）、「調理加工」（44.6％）
となっていた。すなわち、「収穫」、「調理加工」を、ゴー
ルとして目指すための栽培作業が中心的行われている
教育現場の実態が伺える。より農業体験学習を深めて
いくには「観察」の視点など多様な形での関わりを持
たせていくことが今後の課題であるといえよう。
次に農業体験学習のひろがりについて見て行きたい
と思う。「小学生アンケート結果」においては、児童と
支援員の関わりや交流については、211人（87.2％）
が、「農業科」の授業時に、支援員の関わりを持ってお
り（表８）、その関わりも、２割近くが親密な関わりを
持っていた事が分かった。
現在も支援員との関わりがあるのが70人（28.9％）
もいるも明らかになった（表９）。
野田は、「喜多方市立小学校農業科作文コンクール
『作文集』」の分析からも、「支援員」が生徒の農業体
験の中で強く印象に残っている事が明らかになってい
る。多くの関わりも「農業体験学習」への広がりだけ
でなく深まりとその持続性へとつながっていくのでは
ないだろうか。
４、まとめにかえて
農業体験学習は、その教育効果の有効性については、
これまで様々な形で指摘されてきている。しかし、そ
の教育的効果は、数値化しづらい面があり、「農業体験
に効果がある」という前提で調査されているものや、
情緒的・精神的なものとしての捉え方が多く、捉え方
そのものに難しい面がある。その一方で、農業体験が、
将来どのような知識と結びついて本物の認識となって
いくのか。農や食への考え方にいかなる影響を与え、
子ども達に農業観・食生活観が形成され、いかなる技
能体験が他の体験と結んで転移されるのかなど、一層
表７ 印象に残っている栽培内容
【小学生】 【中学生】
作業内容 割合
収穫 69.6％
調理加工 52.0％
雑草抜き 42.6％
田植え 37.6％
種まき 32.6％
苗植え 27.8％
水撒き 24.7％
施肥 18.7％
花を見る 16.6％
耕す 15.2％
苗作り 14.3％
間引き 12.5％
種取り 9.1％
作業内容 割合
収穫 77.7％
水撒き 57.9％
種まき 52.9％
雑草抜き 51.2％
苗植え 48.3％
調理加工 44.6％
田植え 42.1％
苗作り 32.6％
施肥 32.6％
耕す 28.1％
花の観察 17.8％
間引き 16.1％
種取り 6.6％
表８ 教員以外で関わった人
表９ 支援員との現在の関わり
人数 割合
支援員・農家 211 87.1％
JA 66 27.2％
その他 14 5.7％
支援員・農家 211 87.1％
人数 割合
ある 70 28.9％
ない 124 51.2％
無回答 46 19.0％
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深めて行く必要があるいえる。
本論文では、農業体験学習は、「楽しかった経験」よ
りもむしろ「辛かった体験だから印象に残る」という、
作物の栽培過程の中において、農業体験の深まりに繋
がることも明らかになった。そして、①持続性・一貫
性のあるもの、②集団の作業があるもの、③土を体感
できるもの、④収穫後に食べることができるもの、な
どに印象が残り、現在の食意識等に息づく要因となる
ことが推察できる。
また、その一方で体験学習を行う適正規模の問題や
そこでの教師の関わりなども大きく影響を及ぼす事が
いえる。今後は、農業体験における指導の在り方とそ
こでの学びとの関連性などにも焦点をあて、子どもの
意識に及ぼす影響についてより深めて行きたい。
本論文では、「活動アンケート結果」の因子分析や生
徒達への継続調査も含めて、紙面の都合で言及をしな
かったが、「農業科」の教育な役割と地域との関連性に
ついて、各学校のカリキュラム分析などを取り入れな
がら、分析していくことを今後の課題としていきたい。
【付記】
本論文は、科学研究費補助金（基盤研究（C））「食育・
食農教育の教育的効果の検証と教育モデルの実証的研
究」（課題番号23531262・代表：野田知子・帝京大学）
の研究分担者として、その成果の一部を示したもので
ある。
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